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は生長速度定数は。<(g-Fく(Q)-CI く(Q)-OCH3 く。-Br < (Q) -CNの順に増加し酢酸ピニルでは





1 .生長ラジカル反応性に対する溶媒の極性効果。 2. モノマーと溶媒との相互作用によるモノマ

































は σp~ 0 で kp最小となり，来見本素性の成長ラジカルであるピニルエステルでは σp~ 0 で kp最大となつ
った。このような関係は置換基の単なる極性効果や連鎖移動によるものではなく，芳香核の π 電子と
の相互作用による成長ラジカルの安定化によるものであることを結論した。相互作用における共役安
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定化エネルギーの計算もこの考えを支持している。
このような成長ラジカルと π電子との相互作用では，ラジカルは電子供与体としてもまた受容体と
しても働らいている筈である。このラジカルの二様性を，メタクリル酸メチルラジカルについて共重
合の手法により確めている。
以上のように，本論文はラジカル重合における溶媒効果の原因を明らかにし，ひいては成長ラジカ
ルの性質の一端を示したものであり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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